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LINE相談やってます！
思春期の体についての心配ごとをお寄せください。
質問には専門の相談員が、平日の10～16時の間に到着順に回答します。

アカウント名「JFPA思春期・FP相談LINE」
※ アカウント名で検索してもでてきません。
＠マークから始まるIDで検索するかQRコードを読み取ってください。

回答時間：月～金曜日／10：00～16：00
　　　　　（祝祭日、年末年始12/29～1/5は休み）
※症状がある場合や急いでいる時は、医療機関で受診してください。
※個々の症例について診断はできませんのでご留意ください。

LINE ID @183xqhfs

#つながるBOOK表紙

#つながるBOOK
QRコード

図１　思春期・ＦＰ相談ＬＩＮＥ ※切り取ってお使いください。
　
２
０
２
１
年
度
、
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
で
展
開
さ
れ
た
事
業
の
う
ち
注
目
す

べ
き
は
、
思
春
期
保
健
相
談
事
業
「
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
相
談
件
数
は
延
べ
３
８
８
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
宿
区
の

住
民
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
も
初
め
て

取
り
組
み
、
接
種
施
設
と
し
て
新
宿
区
か
ら
認
可
さ
れ
た
21
年
６
月
か
ら
本
年
３
月

末
ま
で
に
延
べ
６
４
５
人
の
接
種
を
終
え
て
い
る
。
今
号
で
は
、
21
年
度
の
こ
れ
ら

事
業
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）
を
巡
る
大
き

な
出
来
事
な
ど
を
報
告
し
た
い
。

 

（
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
長
　
杉
村
由
香
理
、
本
会
会
長
　
北
村
邦
夫
）

　
１
９
９
６
年
度
か
ら
東
京

都
が
開
始
し
た
「
生
涯
を
通

じ
た
女
性
の
健
康
支
援
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
本
会

が
受
託
し
た
「
東
京
都
不
妊

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
（
現
在
は

「
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
電
話
03
―
３
２

３
５
―
７
４
５
５
）
。
相
談

件
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
（
図
２
）
、
毎
週

火
曜
日
の
午
前
10
時
に
オ
ー

プ
ン
す
る
電
話
相
談
を
待
ち

望
む
方
々
は
決
し
て
少
な
く

な
い
。
な
お
、
２
０
２
２
年

度
か
ら
は
、
不
妊
治
療
と
仕

事
の
両
立
サ
ポ
ー
ト
や
不
妊

治
療
の
保
険
適
用
化
に
伴
い

相
談
時
間
を
拡
充
。
従
来
は

火
曜
日
午
前
10
〜
16
時
に
限

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
19
時

ま
で
に
。
さ
ら
に
土
曜
日
を

新
設
。
通
常
は
第
３
土
曜
日

だ
が
、
８
月
は
第
２
土
曜
日

（
13
日
）
・
10
月
は
第
４
土

曜
日
（
22
日
）
に
実
施
す

る
。

　
以
下
、
相
談
の
概
要
を
ま

と
め
た
。♢

　
♢
　
♢

１
． 

開
設
日
数
は
１
年
間
で

48
日
。
相
談
件
数
は
４

８
５
件
（
不
妊
相
談
４

０
７
件
、
不
育
相
談
は

78
件
）
。

２
． 

性
別
：
男
性
55
件
、
女

性
４
３
０
件
。
最
近
で

は
男
性
か
ら
の
相
談
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。

３
． 

相
談
内
容
の
あ
ら
ま
し

を
表
２
（
２
面
）
に
示

し
た
。
相
談
を
受
け
た

相
談
員
の
判
断
で
、
複

数
の
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク

が
入
る
こ
と
が
あ
る

が
、
不
妊
相
談
で
は

「
検
査
・
治
療
に
つ
い

て
」
が
最
多
、
次
い
で

「
家
族
に
関
す
る
こ

と
」
が
続
く
。
不
育
相

談
は
「
検
査
・
治
療
に

つ
い
て
」「
不
妊
の
原

も
な
か
っ
た
（
図
１
）
。

　
以
下
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の

概
要
を
ま
と
め
た
。

♢
　
♢
　
♢

１
． 

相
談
件
数
に
つ
い
て

は
、
同
一
人
が
同
一
テ

ー
マ
で
繰
り
返
し
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
し
て
き
て
い
る
場

合
は
１
件
。
同
一
人
で

あ
っ
て
も
、
テ
ー
マ
が

変
わ
っ
た
場
合
に
は
１

件
を
加
え
る
こ
と
と
し

た
。
往
復
回
数
は
平
均

１
・
44
回（
最
大
８
回
）。

　
現
代
の
若
者
た
ち
に
馴
染

み
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
ツ
ー
ル
の
一
つ
に
メ

ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ア
プ
リ
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
が
あ
る
。

　
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の

避
妊
や
性
に
関
す
る
相
談
に

応
え
る
た
め
、
こ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
使
っ
た
相
談
事
業
「
思

春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

（
図
１
）を
21
年
４
月
か
ら
開

設
し
、
１
年
が
経
過
し
た
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
は
、
思
春

期
保
健
相
談
士
Ⓡ
お
よ
び
受

胎
調
節
実
地
指
導
員
が
回
答

し
、
２
人
以
上
の
目
を
通
し

て
か
ら
返
信
す
る
と
い
う
ル

ー
ル
を
作
っ
て
い
る
。
「
質

問
に
は
専
門
の
相
談
員
が
、

平
日
の
10
〜
16
時
の
間
に
到

着
順
に
回
答
し
ま
す
」
と
の

但
し
書
き
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
回
答
が
遅
い
！
」
な

ど
の
ク
レ
ー
ム
が
届
く
こ
と

２
． 

性
別
：
男
性
１
２
４
件

（
32
・
０
％
）、女
性
２

６
４
件（
68
・
０
％
）で
、

女
性
か
ら
の
相
談
件
数

が
男
性
を
上
回
っ
た
。

３
． 

質
問
曜
日
：
日
曜
日

（
29
件
）、月
曜
日
（
79

件
）、火
曜
日（
60
件
）、

水
曜
日（
75
件
）、木
曜

日
（
57
件
）
、
金
曜
日

（
59
件
）、土
曜
日
（
29

件
）
と
い
う
よ
う
に
、

電
話
相
談
と
は
異
な

り
、
い
つ
で
も
相
談
を

送
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
回
答
は
、
月
曜
日

が
１
１
８
件
で
最
多
。

４
． 

未
既
婚
の
別
：
未
婚
が

２
８
５
件
で
73
・
５
％

を
占
め
る
。

５
． 

職
業
：
高
校
生
（
１
０

８
件
）、
中
学
生
（
74

件
）、大
学
生
（
30
件
）、

社
会
人
（
17
件
）
の
順

６
． 

年
齢
：
15
〜
19
歳
が
２

５
５
件
で
最
多
、
次
い

で
10
〜
14
歳
69

件
、
20
〜
24
歳
46

件
。

７
． 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
を

ど
こ
で
知
っ
た

か
：
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
（
１
２
８

件
）
、
学
校
（
16

件
）
、
不
明
（
２

２
０
件
）
な
ど
。

学
校
と
回
答
し
た

者
は
「
＃
つ
な
が

る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

（h
ttp

s://
w
w
w
.jfpa.

or.jp/tsunaga
rubook/

）
か
ら

情
報
を
得
た
と
思

わ
れ
る
。

８
． 

相
談
者
は
本
人
が

３
７
４
件
と
最

多
、
次
い
で
母
親

９
件
、父
親
２
件
。

９
． 

性
別
に
み
た
相
談

内
容
（
表
１
）

因
」と
な
っ
て
い
る
。

　
い
く
つ
か
、
相
談
事
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
よ

う
。

2021年度事業実績報告本会家族計画
研究センター

２
面
へ
続
く

「
東
京
都
不
妊・不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

 

ニ
ー
ズ
は
変
わ
ら
ず

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
、３
８
８
件

（　）1 （2022年・夏号）創刊 1954年（昭和29年）2022年（令和 4年）8月 1日



古紙配合率70％の再生紙にエコマークインキを用いて印刷しています。

　
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）
の
積
極

的
接
種
勧
奨
再
開
へ
の
道
筋

が
立
て
た
ら
れ
た
こ
と
だ
。

22
年
４
月
か
ら
再
開
さ
れ
る

が
、
こ
こ
ま
で
８
年
の
月
日

が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
。
定

期
接
種
の
機
会
を
逸
し
て
し

ま
っ
た
女
性
に
つ
い
て
は
、

無
料
で
の
接
種
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
二
つ

目
は
、
経
口
妊
娠
中
絶
薬
の

承
認
申
請
が
12
月
に
な
さ
れ

た
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
本
会

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
中
絶

薬
の
承
認
申
請
が
先
を
越
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念

だ
が
、
安
全
・
安
心
な
中
絶

薬
の
開
発
を
後
押
し
し
、
日

本
人
女
性
の
手
に
速
や
か
に

届
け
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し

て
き
た
本
会
と
し
て
は
、
早

期
承
認
が
実
現
す
る
こ
と
を

待
望
し
た
い
。
三
つ
目
は
、

緊
急
避
妊
薬
の
薬
局
販
売

（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
）
を
進
め
る
た

め
の
議
論
が
再
開
し
た
こ
と

る
。
老
夫
婦
は
人
恋
し
く
も

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
で
も
、

自
称
婦
人
科
医
で
あ
る
自
分

も
ま
ん
ざ
ら
で
は
な
い
。

「
ひ
ょ
っ
と
し
て
僕
は
高
齢

者
医
療
向
き
な
の
か
し
ら
」

と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会

を
通
し
て
自
分
の
才
能
を
見

直
す
機
会
と
な
っ
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド 

②

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
15
分
を

経
過
し
て
も
誰
も
帰
ろ
う
と

し
な
い
。
30
分
に
６
人
の
予

約
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
次
の
予
約
者
が
加
わ
っ

て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
待
合
室

は
大
混
乱
。
実
は
、
21
年
７

月
13
日
（
現
地
時
間
12

日
）
、
テ
レ
ビ
で
は
コ
ロ
ラ

ド
州
デ
ン
バ
ー
の
ク
ア
ー

ズ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
で
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
前
日
恒
例
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
・
ダ
ー
ビ
ー
が

行
わ
れ
て
お
り
、
日
本
人
選

手
で
は
初
出
場
と
な
っ
た
エ

ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔
平
が
出

て
い
た
の
だ
。
個
別
接
種
会

場
な
ら
で
は
の
光
景
を
垣
間

見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド 

③

　
「
き
ょ
う
は
何
し
に
来
た

の
？
」「
ワ
ク
チ
ン
打
ち
に
」

「
ど
ん
な
ワ
ク
チ
ン
？
」

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
な
い
よ
う
に
、
人
に
感
染

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
ワ
ク
チ
ン
。
ウ
イ
ル
ス
が

入
っ
て
こ
よ
う
と
す
る
と
、

そ
れ
に
蓋
を
し
ち
ゃ
う
ん
だ

よ
」
と
祖
父
か
ら
聞
い
た
と

い
う
７
歳
。
流
石
セ
レ
ブ
の

住
む
市
ヶ
谷
界
隈
の
子
ど
も

だ
。
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
を
打

つ
順
番
が
迫
る
と
弱
気
に
な

り
、
表
情
も
暗
く
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
時
だ
っ
た
。
登
校
班

で
一
緒
だ
と
い
う
同
級
生
の

女
の
子
の
姿
が
見
え
た
途

端
、
「
痛
く
な
い
も
ん
ね

え
」
と
強
が
り
の
態
度
を
見

せ
た
。
子
ど
も
も
大
人
の
男

女
と
一
緒
だ
。

　
新
宿
区
か
ら
委
託
さ
れ
た

個
別
接
種
施
設
と
し
て
、
21

年
６
月
か
ら
主
と
し
て
新
宿

区
の
住
民
を
対
象
と
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
始
め
た
。
接

種
日
は
、
予
約
状
況
な
ど
を

勘
案
し
な
が
ら
、
診
療
日
で

あ
る
火
曜
日
と
金
曜
日
の
午

前
中
と
し
た
。
新
宿
区
の
広

報
に
本
会
の
名
前
が
載
る

や
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
電
話
は

朝
か
ら
夕
方
ま
で
鳴
り
止
ま

な
い
ほ
ど
の
日
々
が
続
い

た
。
し
か
し
、
小
さ
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
の
受
け
入
れ
に
は

限
界
が
あ
る
の
は
当
然
で
、

「
既
に
予
約
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
他
の
施
設
を
当
た
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
断
る
電
話
や

「
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
約
束

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
予

約
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
」
な
ど
の
回
答
が
大
半
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
不
備

が
メ
デ
ィ
ア
で
も
し
ば
し
ば

話
題
に
な
っ
て
い
た
が
市
井

の
個
別
接
種
施
設
で
も
甚
大

な
被
害
を
被
っ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

　
本
会
が
扱
っ
た
の
は
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
。
区

か
ら
事
前
に
届
け
ら
れ
た
ワ

ク
チ
ン
を
冷
蔵
庫
か
ら
取
り

出
し
、
接
種
30
分
以
上
前
に

　
Ｅ
Ｃ（
緊
急
避
妊
）、Ｏ
Ｃ

（
低
用
量
経
口
避
妊
薬
）
に

特
化
し
た
電
話
相
談
は
、
現

在
唯
一
富
士
製
薬
工
業
㈱
か

ら
委
託
さ
れ
た
「
Ｅ
Ｃ
・
Ｏ

Ｃ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」（
電
話
03

―
６
２
８
０
―
８
４
０
４
）

を
開
設
し
て
い
る
。
14
年
７

月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
電
話

相
談
に
は
22
年
３
月
末
ま
で

に
６
３
９
４
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
21
年
度
の

概
要
を
以
下
に
ま
と
め
た
。

♢
　
♢
　
♢

１
． 

10
〜
16
時
ま
で
開
設
し

て
い
る
電
話
相
談
だ

が
、
10
時
台
が
最
多
で

１
８
０
件（
24
・
５
％
）。

緊
急
避
妊
情
報
な
ど
開

始
時
間
を
待
っ
て
い
ま

し
た
と
ば
か
り
の
相
談

と
な
っ
て
い
る
。

２
． 

相
談
者
の
年
齢
は
、
20

〜
24
歳
が
１
９
５
件

（
23
・
８
％
）で
最
多
。

次
い
で
25
〜
29
歳
１
７

５
件
、
30
〜
34
歳
１
６

０
件
、
35
〜
39
歳
１
０

　
個
人
情
報
保
護
を
考
慮
し

て
年
齢
を
明
記
せ
ず
、
内
容

を
抽
象
化
し
て
い
る
。

♢
　
♢
　
♢

● 

不
妊
の
原
因
に

つ
い
て

　
不
育
症
の
検
査
の
結
果
が

出
て
、
妊
活
が
つ
ら
い
、
化

学
流
産
を
含
め
て
２
回
流

産
、
不
育
の
検
査
を
し
た
ほ

う
が
良
い
か
、
セ
ッ
ク
ス
は

し
て
い
る
が
子
ど
も
が
で
き

な
い
。

● 

検
査
・
治
療
に

つ
い
て

　
流
産
を
し
て
不
育
症
の
検

査
を
し
て
は
、
と
医
師
に
言

わ
れ
た
が
ど
う
し
た
ら
良
い

か
、
３
人
目
の
治
療
に
残
り

の
胚
を
使
う
か
採
卵
す
る

か
、
も
う
諦
め
る
か
悩
む
。

● 

医
療
機
関
情
報
に
つ

い
て

　
不
育
症
の
病
院
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
、
な
か
な
か
結
果

が
出
な
い
の
で
転
院
し
た
い

の
だ
が
。

● 

主
治
医
や
医
療
機
関

に
対
す
る
不
満
に
つ

い
て

　
受
診
を
拒
否
さ
れ
た
、
医

療
者
に
傷
つ
く
言
葉
を
言
わ

れ
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
。

● 

偏
見
や
無
理
解
に
よ

る
不
満
に
つ
い
て

　
ご
近
所
の
方
か
ら
の
「
２

人
目
は
？
」
の
言
葉
に
傷
つ

い
て
い
る
、
２
人
目
不
妊
、

肩
身
が
狭
い
、
周
り
の
こ
と

に
敏
感
に
な
っ
て
し
ま
う
。

● 

家
族
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　
２
人
目
が
欲
し
い
が
夫
と

意
見
が
合
わ
な
い
、
夫
が
院

内
採
精
を
嫌
が
っ
て
説
得
し

な
い
と
い
け
な
い
。

● 

費
用
や
助
成
制
度
に

つ
い
て

　
自
由
診
療
で
の
凍
結
胚
を

用
い
て
の
保
険
診
療
が
可
能

か
、
治
療
の
進
め
方
や
助
成

制
度
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

● 
不
妊
治
療
と
仕
事
の

両
立
に
つ
い
て

　
不
妊
治
療
し
て
い
る
こ
と

を
職
場
に
ど
の
よ
う
に
伝
え

た
ら
良
い
か
、
不
妊
治
療
し

な
が
ら
仕
事
を
す
る
上
で
聞

き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
体
外

受
精
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

考
え
て
い
る
が
、
仕
事
を
や

め
よ
う
か
迷
う
。

生
理
的
食
塩
水
で
希
釈
。
12

歳
以
上
は
１
バ
イ
ア
ル
か
ら

６
人
分
を
注
射
器
に
分
注
。

５
〜
11
歳
の
場
合
に
は
、
小

児
用
ワ
ク
チ
ン
を
10
人
分
に

分
け
る
作
業
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
。
１
日
の
予
約
枠
は
12

歳
以
上
が
最
大
24
人
、
小
児

の
場
合
は
最
大
10
人
。
接
種

が
無
料
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
突
然
の
キ
ャ
ン
セ
ル

が
入
る
と
本
会
職
員
な
ど
に

声
を
掛
け
、
極
力
破
棄
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
め

た
。も
ち
ろ
ん
、そ
れ
に
も
限

界
が
あ
り
、
職
域
接
種
や
集

団
接
種
と
個
別
接
種
の
棲
み

分
け
が
機
能
し
な
い
こ
と
も

あ
り
、
接
種
者
を
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
な
事
態
さ
え
起

こ
っ
て
い
る
。
す
で
に
４
回

目
接
種
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
振
り
回
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

エ
ピ
ソ
ー
ド 

①

　
思
春
期
婦
人
科
外
来
を
銘

打
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
本
会

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
、
老
若
男

女
が
押
し
か
け
て
き
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
。
85
歳
だ
と
い
う

男
性
に
連
れ
だ
っ
て
奥
様
も

受
診
さ
れ
た
。
ご
自
身
の
昔

の
仕
事
を
こ
の
時
と
ば
か
り

堰
を
切
っ
た
よ
う
に
話
し
続

け
る
男
性
。
こ
ち
ら
は
、
た

だ
ひ
た
す
ら
相
づ
ち
を
打
つ

ば
か
り
。
「
ま
た
来
て
い
い

か
ね
？
」
「
こ
こ
は
婦
人
科

で
す
か
ら
」
と
答
え
る
と
、

「
じ
ゃ
あ
、
私
は
い
い
で
す

か
」
と
横
か
ら
声
が
か
か

４
件
で
、
20
歳
代

と
30
歳
代
で
全
体

の
86
・
４
％
を
占

め
て
い
て
、
わ
が

国
に
お
け
る
Ｏ
Ｃ

服
用
者
の
主
た
る

年
齢
が
こ
の
世
代

で
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

３
． 

年
代
別
の
相
談
内

容
を
表
３
に
ま
と

め
た
。

で
あ
る
。
本
会
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｈ
Ａ
Ｐ
と
協
働

で
12
月
に
全
国
の
薬
剤

師
対
象
の
調
査
を
実
施

し
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
を
前
向

き
に
推
進
す
る
た
め
の

参
考
資
料
と
し
て
「
第

20
回
医
療
用
か
ら
要
指
導
・

一
般
用
へ
の
転
用
に
関
す
る

評
価
検
討
会
議
」
（
22
年
４

月
28
日
）
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

１
面
の
続
き

２
０
２
１
年
度
、わ
が
国
の

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を
巡
っ
て
起
こ
っ
た
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス・ワ
ク
チ
ン
 

の
個
別
接
種
施
設
と
し
て

「
Ｅ
Ｃ・Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」

 

21
年
度
は
７
３
４
件
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（　）3 2022年（令和 4年）8月 1日 家 　 族 　 と 　 健 　 康 （2022年・夏号）

　2022年度の健やか親子21全国大会（母子保健家族計画全
国大会）を、10月27日㈭から28日㈮までの２日間、島根県民
会館（島根県松江市）で開催します。
　全国の母子保健および家族計画関係者の皆さまの多くの
ご参加をお待ち申し上げます。

　
２
０
２
２
年
度
の
「
家
族
計
画
研
究
集
会
」
は
、
10
月
28
日
㈮
、
10
時
30
分

か
ら
島
根
県
松
江
市
の
島
根
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
「
子
宮
頸け

い

が
ん

予
防
、
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
〜
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
積
極
的
接
種
勧
奨
再
開
に

つ
い
て
ご
存
じ
で
す
か
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
い
ま
改
め
て
子
宮
頸

が
ん
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
６
月
15
日
、
第
２
０
８
通

常
国
会
が
閉
会
し
た
。
本
国

会
で
は
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
設

置
法
」
お
よ
び
そ
の
関
連

法
、「
こ
ど
も
基
本
法
」が
賛

成
多
数
で
可
決
、成
立
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
政
府
は
、
少

子
化
や
児
童
の
虐
待
、
子
ど

も
の
貧
困
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
省
庁
縦
割
り
を
打
破

し
、
来
春
設
置
さ
れ
る
こ
ど

も
家
庭
庁
を
司
令
塔
と
し

て
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
据

え
た
社
会
の
実
現
を
目
指

す
。

　
こ
れ
に
先
立
っ
て
同
17

日
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
立

準
備
室
（
室
長
・
谷
内
繁
内

閣
審
議
官
）
が
約
３
０
０
人

体
制
で
発
足
し
た
。

２
０
２
２
年
度

家
族
計
画
研
究
集
会

【
主
　
催
】
本
会

【
日
　
時
】
10
月
28
日
㈮

　
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

　
（
受
付
開
始
10
時
）

【
会
　
場
】
島
根
県
民
会
館

中
ホ
ー
ル
（
松
江
市
殿
町
１

５
８
）

【
対
象
者
】
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
、
医
師
、
薬
剤

師
、
養
護
教
諭
、
教
職
員
、

そ
の
他
関
心
の
あ
る
方

【
参
加
費
】
無
料

【
テ
ー
マ
】
「
子
宮
頸
が
ん

予
防
、
今
か
ら
で
も
遅
く
な

い
〜
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
積
極

的
接
種
勧
奨
再
開
に
つ
い
て

ご
存
じ
で
す
か
〜
」

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

▼ 

講
演
１
「
子
宮
頸
が
ん
を

巡
っ
て
今
、
何
が
起
こ
っ

て
い
る
か
」

講
師
：
本
会
会
長
　
北
村

邦
夫

▼ 

講
演
２
「
改
め
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
大
切
さ

を
考
え
る
」

講
師
：
大
阪
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科
産
科
婦
人

科
学
講
師
　
上
田
豊

　
１
９
９
９
年
か
ら
感
染
症

法
に
よ
っ
て
五
類
感
染
症
と

し
て
全
数
報
告
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
梅
毒
。
国
立
感

染
症
研
究
所
が
２
０
２
２
年

７
月
15
日
に
公
表
し
た
速
報

に
よ
る
と
、
22
年
第
26
週

（
６
月
27
日
〜
７
月
３
日
）

時
点
で
の
梅
毒
の
累
計
患
者

数
は
５
６
１
５
人
に
上
り
、

過
去
最
多
を
記
録
し
た
昨
年

の
同
時
期
（
３
２
９
８
人
）

と
比
較
す
る
と
、
約
１
・
７

倍
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い

（
子
育
て
関
係
予
算
）
倍
増

の
道
筋
に
つ
い
て
明
確
に
示

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
と
発
言
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

具
体
的
に
は
、
関
係
省
庁
と

議
論
を
深
め
て
い
く
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
の

見
解
を
示
し
た
。

る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
北
村
邦
夫

本
会
会
長
（
産
婦
人
科
医
）

は
、
「
こ
の
数
値
は
あ
く
ま

で
も
氷
山
の
一
角
で
あ
り
、

実
際
の
患
者
数
は
こ
れ
を
遥

か
に
超
え
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
し
、
「
従
来
、
梅

毒
患
者
の
増
加
は
男
性
間
の

性
的
接
触
が
最
大
要
因
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

最
近
で
は
、
異
性
間
で
の
拡

大
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
増
加
の
原
因
に
つ
い

て
は
、
口
腔
性
交
や
肛
門
性

交
な
ど
性
行
動
の
多
様
化
だ

け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
普
及
に

よ
っ
て
、
簡
単
に
見
ず
知
ら

ず
の
男
性
と
出
会
い
、
ア
ル

バ
イ
ト
感
覚
で
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
セ
ッ
ク
ス
が
行
わ
れ
感
染

を
拡
大
さ
せ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
分
析
す
る
専
門
家

も
い
る
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

っ
て
、
自
粛
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
中
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
一

層
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
女
性
の
貧
困
な
ど
も

そ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る

と
い
え
る
」
と
述
べ
、
「
早

期
梅
毒
は
１
回
の
筋
肉
注
射

（
持
続
性
ペ
ニ
シ
リ
ン
製
剤

「
ス
テ
ル
イ
ズ
水
性
懸
濁
筋

注
」）、後
期
梅
毒
で
も
週
１

回
、
合
計
３
回
の
筋
肉
注
射

で
治
療
が
完
了
す
る
。
梅
毒

の
急
増
は
看
過
で
き
な
い

が
、
早
期
発
見
、
治
療
が
可

能
で
あ
る
こ
と
な
ど
科
学

的
・
具
体
的
な
情
報
を
積
極

的
に
提
供
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
本
国
会
で
は
、
「
児

童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
成
立
・
公
布

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
市
区

町
村
は
今
後
、
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
や
相
談
機
関
の
整

備
な
ど
に
努
め
、
子
育
て
に

困
難
を
抱
え
る
世
帯
が
顕
在

化
し
て
き
て
い
る
状
況
に
対

応
し
て
い
く
。

　
こ
ど
も
基
本
法
、
こ
ど
も

家
庭
庁
に
つ
い
て
野
田
聖
子

こ
ど
も
政
策
担
当
相
は
同
21

日
、
閣
議
後
の
会
見
で
、

「
戦
後
初
め
て
の
子
ど
も
真

ん
中
と
い
う
政
策
を
置
く
と

い
う
こ
と
、
こ
ど
も
基
本
法

と
い
う
理
念
法
が
き
っ
ち
り

（
子
ど
も
の
）
権
利
条
約
の

４
原
則
を
し
っ
か
り
守
る
と

い
う
国
民
公
約
を
作
っ
た
と

い
う
こ
と
、
さ
ら
に
子
ど
も

に
対
し
て
の
専
一
の
役
所
を

作
る
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず

多
く
の
国
民
に
共
通
認
識
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事

だ
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
子

育
て
関
係
予
算
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
「
岸
田
総
理
は
、

来
年
の
骨
太
の
方
針
に
は

▼ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
、

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
〜

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
積
極
的

接
種
勧
奨
再
開
に
つ
い
て

ご
存
じ
で
す
か
〜
」

パ
ネ
リ
ス
ト
：
北
村
邦

夫
、
上
田
豊

進
行
：
本
会
家
族
計
画
研

究
セ
ン
タ
ー
長
　
杉
村
由

香
理

【
申
込
方
法
】
詳
細
は
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
追

っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

2022年度 健やか親子21全国大会（母子保健家族計画全国大会） ご案内

会 場

主
な
日
程

詳細は、本会ホームページなどで追ってお知らせいたします。

大会テーマ
目指そう！笑顔でゆったり子育て
～つないで広がる支援の輪、みんな親子の応縁団～

主 催 厚生労働省／島根県／松江市／社会福祉法人
恩師財団母子愛育会／一般社団法人日本家族
計画協会／公益社団法人母子保健推進会議

共 催

島根県小児保健協会

島根県民会館（松江市殿町158） 無料参加費

・式　　典（主催者挨拶、表彰、来賓祝辞、受賞者謝辞、次期開催県挨拶）
・特別講演　演題「お産の現場から考える子育て支援（仮題）」
　　　　　　講師：荻田和秀氏（りんくう総合医療センター　産婦人科部長）
・母子保健推進員等及び母子保健関係者全国集会
・愛育班等組織支援担当者会議

・家族計画研究集会（下記参照）
・全国母子保健推進員等連絡協議会正副会長会議
・シンポジウム　テーマ「多職種で見て、つないで、支える子育て支援」
　基調講演　講師：鈴宮寛子（福岡輝栄会病院　医師・元島根県職員）
　パネルディスカッション
　　コーディネーター：竹谷健（島根県小児保健協会　会長）
　　パネリスト：渡辺浩（わたなべこどもレディースクリニック　院長）
　　　　　　　　山本喜久子（山本助産院　助産師）
　　　　　　　　原利江（松江市子育て支援センター　保健師）ほか

10
月
27
日
㈭

10
月
28
日
㈮

2022年度 健やか親子21全国大会
（母子保健家族計画全国大会）開催決定

10
月
28
日
㈮　

子
宮
頸
が
ん
予
防
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
テ
ー
マ
に
開
催

家
族
計
画
研
究
集
会
in
島
根

２
日
目

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」関
連
法
・

「
こ
ど
も
基
本
法
」が
成
立
、

「
改
正
児
童
福
祉
法
」公
布

速報 

梅
毒
半
年
で
５
千
人
超

 

昨
年
の
１
・
７
倍
ペ
ー
ス



古紙配合率70％の再生紙にエコマークインキを用いて印刷しています。

（　）4家 　 族 　 と 　 健 　 康 2022年（令和 4年）8月 1日（2022年・夏号）

本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

第818号（2022年5月1日発行）
・ ピル承認秘話
～わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わけ）～
〈第50話〉公衆衛生審　低用量ピルで報告書提出先送り
・市谷クリニックへようこそ！
（思春期・FP相談LINE相談員　本村弥恵子）
・ OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈23〉
OC／LEPは父とのバトルから患者に寄り添うツールへ
（ジュノ・ヴェスタクリニック八田　八田真理子）
・ 【海外情報クリップ】
緊急避妊薬に対する男性側の意識―サウジアラビア

・ 児童福祉週間にあわせて「こいのぼり掲揚動画」を公開
―厚労省

第819号（2022年6月1日発行）
・本会家族計画研究センター2021年度事業実績報告
・ ピル承認秘話
～わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わけ）～

　〈第51話〉6月16日に公衆衛生審議会が公開審議開催
・市谷クリニックへようこそ！
　（東京都不妊・不育ホットライン相談員　小林美貴）
・ OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈24〉
山形のジャンヌダルクはピルの旗を振り続けます！
（さとこ女性クリニック　井上聡子）
・ 【海外情報クリップ】
薬剤師によるホルモン避妊薬の処方―スイス

・2022年度「禁煙週間」始まる―禁煙や受動喫煙対策を推進
・ 屋外・屋内でのマスク着用についてのリーフレットを作成
―厚労省

・ 熱中症予防のための新たな情報発信
「熱中症警戒アラート」運用スタート―環境省・気象庁
・梅毒患者数前年同期比1.7倍―国立感染症研究所
・子ども政策の司令塔　こども家庭庁設置法が成立
・2022年版「子供・若者白書」公表（内閣府）
・2022年版「少子化社会対策白書」公表（内閣府）

第820号（2022年7月1日発行）
・ ピル承認秘話
～わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わけ）～
〈第52話〉女性議員有志らが要望書提出
・市谷クリニックへようこそ！（相談員　岡良子）
・ OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈25〉
目指すは少しお節介な町の産婦人科医
（くすもと産婦人科　楠元雅寛）
・ 職域保健の現場から〈51〉大学における産業保健活動
～教育研究機関および医療機関での取り組み～
（高知県産業保健研究会　松﨑由紀）
・ 【海外情報クリップ】
女性ホルモンによる免疫力の増強―スウェーデン

・ 第208国会「こども家庭庁」関連法・
「こども基本法」が成立、「改正児童福祉法」公布

第821号（2022年8月1日発行）
・ ピル承認秘話
～わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わけ）～
〈第53話〉小泉純一郎厚生大臣への直訴状
・市谷クリニックへようこそ！（相談員　廣瀬和美）
・ 【海外情報クリップ】
医学部教育の中のLGBT患者対応カリキュラム―英国　
ほか

機関紙「家族と健康」WEB版
第818号～821号（2022年5月号～8月号）

掲載記事一覧 ※敬称略

　
性
交
痛
を
や
わ
ら
げ
る
潤

滑
ゼ
リ
ー
「
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ

ー
Ⓡ
」
の
発
売
か
ら
10
年
余

り
が
経
過
し
た
こ
ろ
、
本
会

に
は
「
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー
Ⓡ

を
セ
ッ
ク
ス
の
目
的
で
は
な

く
日
常
的
ケ
ア
に
使
い
た

い
」「
外
陰
部
の
乾
燥
へ
の
日

常
的
ケ
ア
を
目
的
と
し
た
製

品
を
」
と
の
声
が
中
高
年
女

性
の
方
か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
た
。
女
性
は
更
年
期
を

迎
え
る
と
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

　
１
９
９
７
年
、
従
前
一
括

り
と
し
て
い
た
「
潤
滑
」
ゼ

リ
ー
を
「
潤
」
と
「
滑
」
に

分
け
て
捉
え
、
「
滑
」
は
こ

れ
ま
で
の
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ

ー
、
「
潤
」
と
し
て
「
デ
リ

ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
保
湿
」
と

い
う
観
点
か
ら
医
学
的
検
討

を
重
ね
、
製
品
開
発
を
開
始

し
た
。

　
開
発
は
当
時
ポ
ー
ラ
グ
ル

ー
プ
の
医
薬
品
部
門
で
あ
っ

　
１
９
８
２
年
10
月
、
日
本
家
族
計
画
協
会
（
本
会
）
は
日
本
で
初
め
て
潤
滑
目

的
の
「
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー
Ⓡ
」
を
発
売
し
、
そ
の
普
及
に
よ
り
そ
れ
ま
で
隠
れ
て

い
た
「
性
交
痛
」
と
い
う
問
題
を
、
ヘ
ル
ス
の
面
か
ら
陽
の
当
た
る
テ
ー
マ
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
主
に
中
高
年
女
性
か
ら
「
デ
リ

ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
乾
燥
へ
の
日
常
的
ケ
ア
を
目
的
と
し
た
製
品
を
」
と
の
声
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
応
え
本
会
は
93
年
、
新
た
な
製
品
の
開
発
に
乗

り
出
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

※ 

フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
と
はFem

ale

（
女
性
）とTechnology

（
技
術
）
か
ら
な
る
造
語
で
、
月
経
や
妊
娠
、
産
後
ケ

ア
、
更
年
期
、
婦
人
科
疾
患
な
ど
の
女
性
が
抱
え
る
健
康

上
の
課
題
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
解
決
で
き
る
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
指
す
。
広
義
に
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
と
ら
わ
れ

ず
、
女
性
の
健
康
の
向
上
を
目
指
す
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・

業
界
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
示
す
場
合
も
あ
る
。

メノケアモイストゼリー
（現行品）

　
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
に
不

快
感
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る

女
性
に
「
セ
ッ
ク
ス
以
外
で

の
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
悩

み
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
約

半
数
が
「
か
ゆ
み
」
（
23
・

１
％
）
と
回
答
し
た
。
世
代

別
で
は
20
代
が
30
・
２
％
、

30
代
が
31
・
９
％
の
値
を
示

し
た
（
ジ
ェ
ク
ス
社
「
ジ
ャ

パ
ン
・
セ
ッ
ク
ス
サ
ー
ベ
イ

２
０
２
０
」
よ
り
）
。
近
年

で
は
、
若
い
女
性
が
デ
リ
ケ

ー
ト
ゾ
ー
ン
を
き
れ
い
に
し

過
ぎ
た
り
、
Ｖ
Ｉ
Ｏ
の
脱
毛

を
し
た
り
す
る
こ
と
で
起
こ

る
、
肌
の
乾
燥
・
不
快
症
状

へ
の
ケ
ア
に
こ
の
商
品
が
使

用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
、

中
高
年
女
性
だ
け
で
な
く
幅

広
い
世
代
に
支
持
さ
れ
て
い

る
。

　
本
会
は
同
商
品
に
よ
る
保

湿
ケ
ア
を
世
に
広
め
る
に
あ

　
メ
ノ
ケ
ア
モ
イ
ス
ト
ゼ
リ

ー
発
売
か
ら
約
20
年
経
ち
、

現
在
で
は
産
婦
人
科
を
通
じ

て
定
期
的
に
購
入
す
る
リ
ピ

ー
タ
ー
も
増
え
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
な
ど
の
取
り
扱
い
店

舗
も
増
え
た
。

　
メ
ノ
ケ
ア
モ
イ
ス
ト
ゼ
リ

ー
は
医
薬
品
医
療
機
器
等
法

（
薬
機
法
）第
42
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
く
「
化
粧
品
」

に
分
類
さ
れ
、
全
成
分
表
示

を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

閉経後、乾燥に悩み、ネットで購入。
自分にはとても良く手放せない商品になった。
リピートで購入している。

病院でおすすめされ使用。カミソリ処理後の
ヒリヒリも治まり保湿力もあって助かった。

脱毛後の保湿のため購入。今まで悩まされて
いた乾燥による痒みが軽減された。値段も手
頃なので継続して使用したい。

塗った時しみないし、べとつかず、チューブ
で使いやすい。

※個人情報に配慮し、感想の文章を一部加工しております。

た
㈱
科
薬
と
共
同
で
行
っ

た
。
基
材
の
配
合
、
保
湿

力
、
安
定
性
、
安
全
性
な
ど

を
検
討
の
上
、
よ
り
自
然
で

人
に
優
し
い
製
品
と
す
る
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
礎
研

究
と
臨
床
研
究
を
重
ね
た
。

　
そ
し
て
各
種
研
究
に
約
６

年
の
歳
月
を
か
け
て
、
日
本

初
と
な
る
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー

ン
用
保
湿
液
「
メ
ノ
ケ
ア
モ

イ
ス
ト
ゼ
リ
ー
」
が
完
成
し

た
。

　
こ
の
「
潤
い
」
の
ゼ
リ
ー

の
登
場
に
よ
り
、
本
会
は

「
潤
」
と
「
滑
」
二
つ
の
製

品
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

一
つ
で
あ
る
。

　
本
会
は
こ
れ
ら
の
声
に
応

え
る
か
た
ち
で
２
０
０
４

年
、
新
た
な
製
品
と
し
て
女

性
の
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
用

保
湿
液
「
メ
ノ
ケ
ア
モ
イ
ス

ト
ゼ
リ
ー
」
を
発
売
し
た
。

た
り
、
産
婦
人
科
な
ど
の
医

師
・
助
産
師
・
看
護
師
、
ま

た
地
域
で
は
保
健
師
な
ど
専

門
職
の
方
に
、
一
般
の
方
へ

の
周
知
を
お
願
い
し
た
。
現

在
も
専
門
職
の
方
に
無
料
の

試
供
品
を
提
供
し
続
け
て
い

る
。

　
メ
ノ
ケ
ア
モ
イ
ス
ト
ゼ
リ

ー
を
使
用
し
た
個
人
の
感
想

を
一
部
紹
介
す
る
（
表

１
）
。

表１　メノケアモイストゼリーを
使用した個人の感想

の
分
泌
低
下
な
ど
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
体
の
変
化
が
起
こ

る
が
、
外
陰
部
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
乾
燥
も
そ
の
症
状
の

成
分
は
、水
、グ
リ
セ
リ
ン
、

（
ア
ク
リ
ル
ロ
イ
ル
ジ
メ
チ

ル
タ
ウ
リ
ン
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

／
Ｖ
Ｐ
）
コ
ポ
リ
マ
ー
、
フ

ェ
ノ
キ
シ
エ
タ
ノ
ー
ル
、
乳

酸
。
水
溶
性
で
ｐ
Ｈ
の
値
は

腟ち
つ

周
辺
部
に
近
い
ｐ
Ｈ
４
・

０
〜
４
・
５
の
弱
酸
性
で
、

安
心
し
て
肌
に
塗
布
で
き
る

商
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
使
用
時
は
お
お
む
ね
真
珠

粒
大
（
０
・
５
㌘
）
を
デ
リ

ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
に
塗
布
す
る

こ
と
で
、
保
湿
効
果
が
得
ら

れ
、
べ
た
つ
き
感
を
抑
え
、

さ
ら
さ
ら
感
と
適
度
の
滑
ら

か
さ
を
保
つ
。

　
こ
の
商
品
の
登
場
は
、
外

陰
部
や
そ
の
周
辺
の
乾
燥
に

よ
っ
て
不
快
感
な
ど
を
持
つ

中
高
年
女
性
に
朗
報
を
も
た

ら
し
た
。
同
商
品
を
外
陰
部

に
乾
燥
所
見
の
あ
る
更
年
期

以
降
の
女
性
60
名
に
使
用
し

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
80
％

の
方
が
満
足
し
た
と
答
え
て

い
る
。

　
ま
た
近
年
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
、
店
舗

に
お
い
て
対
人
で
購
入
す
る

こ
と
に
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
し
て
い
た
方
が

気
軽
に
購
入
で
き
る
よ
う
に

も
な
っ
た
。

　
本
会
は
今
ま
で
も
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
多
様
な

商
品
を
開
発
し
、
世
に
出
し

て
き
た
。
先
発
の
リ
ュ
ー
ブ

ゼ
リ
ー
Ⓡ
に
つ
い
て
は
、
チ

ュ
ー
ブ
タ
イ
プ
の
ほ
か
に
、

１
回
使
い
切
り
の
デ
ィ
ス
ポ

ー
ザ
ブ
ル
タ
イ
プ
や
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
Ｎ
ａ
・
コ
ラ
ー
ゲ
ン

配
合
タ
イ
プ
な
ど
、
購
入
者

か
ら
の
要
望
を
反
映
し
た
も

の
も
数
多
い
。
今
後
も
女
性

に
寄
り
添
い
、
女
性
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
生
活
の
質
）
向
上
に
資

す
る
た
め
に
、
良
質
な
フ
ェ

ム
テ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
続
け
て
い
く
。

40
年
前
か
ら
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク

デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の

 

保
湿
と
い
う
新
し
い
提
案

メ
ノ
ケ
ア
モ
イ
ス
ト
ゼ
リ
ー

 

開
発
の
経
緯

こ
れ
か
ら
も
女
性
に
寄
り
添
う

 

フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
の
サ
ー
ビ
ス
を

幅
広
い
世
代
か
ら
支
持

〜
本
会
の
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
の
軌
跡
〜

２

「
化
粧
品
」
と
し
て
発
売


